
自局紹介

★ その他
記事：もぎたてＴＶ、月間ＦＢニュース、ＣＱ誌（3回）、
月間５９、愛媛新聞、2019年愛媛ハムの集いで運用編説明
ＤＸＣＣ：約50年かかって完了、ＪＡＲＬ永久会員
作成ソフト：ＢＧＡＬＯＧ、ＢＧＡＲＴＣ、ＢＧＡＴＡＲＭ

※ 無線機２台、ＲＴＣ２台、アンテナ切替、レポート（ＬＯＴＷ、
クラブログ、ＥＱＳＬ等）全てＢＧＡＬＯＧでコントロール

2022/09/18愛媛ハムの集い



 ＦＴ８のメリット・デメリット

 交信事例

 必要な設備・スペック・注意点

 免許の手続き

 コムポートの設定

 運用周波数

 ソフトウェア取得先（ＪＴＤＸ）

 ソフト設定の注意点（各設定画面）

 実際の運用説明（ペディション局を含む）

などを交えて記載しています。

ＢＧＡＬＯＧ画面の一部 JTDX画面

★入門編者のハードソフトの設定などを中心にとの依頼から、他の入門編にあまり記載の無い機器の設定、JTDXの設定、運用時必要な部分を中心として
作成し、一般的な運用面やＦＴ８の経緯などの説明はネットなどで見ていただくこととして省略し、他のマニアルにないハードソフトで知っていただ
きたい部分を中心として作成しています。
ＪＴＤＸの設定については、当方の設定を参考で後半に添付しました。
プロシェクターのみでは理解しにくいと思いますので、2019年の運用編とともにＥＤＸＧのホームページに掲載しています。



EDXG（「愛媛ＤＸグループ」アマチュア無線）Homepage (dokidoki.ne.jp)

www.dokidoki.ne.jp/home2/ja5bga/ ➡ ft8(ft4)とbgalog を参照（ja5bga.com：自宅サーバー）

2019/09 の公演内容 ➡
今回の資料をアップして
います

スカイプでコールサインを検索して呼んでいただければ
問題点のアドバイスが可能です。（de ＪＡ５ＢＧＡ）

http://www.dokidoki.ne.jp/home2/ja5bga/
http://www.dokidoki.ne.jp/home2/ja5bga/


・ ＳＮ比が良い：省電力で十分（大きなアンテナを必要としない）
アパート等の１ＦのベランダアンテナでもＤＸＱＳＯが可能
コンディションが悪くて他のモードで聞こえていない場合でも見える

・ ハイスピードＱＳＯ：１分以内の交信が可能（15秒サイクル）
ＦＴ４にするとＦＴ８の約1/2の時間（ 7.5秒サイクル、FT8より約10dB減）
（ＱＳＯパターン：次ページ）

・オンエアーする周波数がほぼ半固定化されておりたくさんの局を一度に確認できる
見える局は交信できる

・狭帯域わずか３ＫＣ（SSB並）の間で多くの局が出れる（約50Hz：60局）

・ ＱＳＯ感がない：簡単に交信出来てﾗﾊﾞｰｽﾀﾝﾌﾟQSOのためにわくわく感が少ない
（送信できるデータが72(+3予備)バイトと少なくパタン化し、自由文作成が難しい）

・ コムポート、ＬＯＧブック、サウンド、ＪＴＤＸなどの設定が煩わしい
特に無線機の設定（最近はよくなりつつあるがリグごとに設定が異なる）

ＦＴ８：現在、最も利用されているモード



相手局 自局

ＣＱ ＤＸ Ｅ６ＥＴ
ＡＨ５０

Ｅ６ＥＴ ＪＡ５ＢＧＡ
－１０

ＪＡ５ＢＧＡ Ｅ６ＥＴ
Ｒ－０５

Ｅ６ＥＴ ＪＡ５ＢＧＡ
ＲＲ７３

ＪＡ５ＢＧＡ Ｅ６ＥＴ
ＲＲ７３

相手局 自局

ＣＱ ＤＸ Ｅ６ＥＴ
ＡＨ５０

Ｅ６ＥＴ ＪＡ５ＢＧＡ
ＰＭ６３（省略してｺｰﾙ可）

ＪＡ５ＢＧＡ Ｅ６ＥＴ
Ｒ－０５

Ｅ６ＥＴ ＪＡ５ＢＧＡ
－１０

ＪＡ５ＢＧＡ Ｅ６ＥＴ
ＲＲＲ

Ｅ６ＥＴ ＪＡ５ＢＧＡ
ＲＲ７３

☚チェックＯＮ

コール時点で自局のＧＬを入れないで「Ｔｘ２」から呼ぶと
ショートＱＳＯとなります。（自局ＧＬ省略）
ＧＬは送信しなくともリストから相手へ自動で入ります。

送信が完了すると自動的にログ（BGALOG側では全て自動で処理）へデータを書き込みます。

省略
相手コール

＝自動送信
＝半自動メッセージ送信



ＪＴＤＸはＧＬを送信しなくとも「CALL3.TXT」から
自動で取得します。（3万5千件弱が登録されています。）

また、データがデコードできなかった場合はこの
ファイルから補正されてデコードされます。

デコードしたデータ：「202209_ALL.TXT」に保管されています。（部分抽出したもの）

20220906_074330.084(0)  Transmitting 14.074 MHz + 2517Hz  FT8:  4W/JH2EUV JA5BGA -15 
20220906_074345 -18 -0.3  448 ~ JA5BGA 4W/JH2EUV R-07     *
20220906_074400.050(0)  Transmitting 14.074 MHz + 2517Hz  FT8:  4W/JH2EUV JA5BGA RR73 

20220906_074415 -16 -0.3  448 ~ JA5BGA 4W/JH2EUV 73
毎月作成されるので過ぎた月のものは不要であり削除します。 ＧＬ省略で1分未満で交信終了

ＱＳＯしたデータは、「wsjtx_log.adi」に保存されています。（Adif Master（XMLデータ一覧表示ツール）にて確認）

フォルダー➡



ＰＴＴ ＵＳＢ

ＣＡＴ
（ＣＩＶ）

ＵＳＢ
インターフェイス

Line In サウンドカード

SP Out

ＵＳＢインターフェイス
が不要

CIV用［ICT-18（CT-17）等］

http://ict-kuwa.net/ct18.html



★ コムポート： ログブックとのバッティングに注意（双方からコントロールされる）
（1対1通信のため、通常１つのポートの共用は出来ません）
※ＣＩＶはコリジョンに注意

★ サウンド ： スカイプやシステムとの競合を避ける（サウンドカードを追加）
コーディックをＦＴ８専用とする

★ ＰＣタイム： ＮＷタイムとすると回線速度により時間がずれ、
２秒以上のずれが生じると交信が不能の可能性有り

参考 ： FTDX101シリーズには、Enhanced（ｷｬｯﾄ通信用）とStandard（PTT等）
の2つのポートが作成される。（八重洲のＲＳ－２３２Ｃは反転しているので注意）

ＷＩＮ１０➡ＷＩＮ１１のバージョンアップ時等に注意
毎月のアップデート：はデバイスが再認識されるので設定が異なる場合がある
バージョンアップ：無線関係のデバイスは標準的でない場合が多いことから取り外して

置きアップデート後に取り付ける（デバイスが見つからないと途中
でバージョンアップが停止する場合がある）

アップデート時等によく問
題の発生する未使用のデバ
イスは［無効］に設定

３台のモニターのスピーカー➡



リグを選択すると次の方法でＴＣＰ接続（同期方式）で接続します。
八重洲の場合は、ＣＡＴ接続（ＬＯＧはよいが、アンテナ、ＲＴＣ、等の大半はＣＩＶ接続）
アイコムの場合は、ＣＩＶ接続（垂れ流し）

※ ＪＴＤＸはリグ向けに同期方式でデータを要求し、返事がない場合はリグに問題があると表示してストップ
ＵＤＰ：ＣＩＶ垂れ流し方式

他のデバイスとの接続時の問題
アンテナ切替機：ほとんどがＣＩＶでのコントロール：ＣＡＴ接続時の場合はＣＩＶへの変換（LIF-59等）が
必要：FT101の場合は、JTDXとの接続はコムポートを仮想ポートでなく次のようにRS232C接続
また、ＬＯＧブック側に仮想ポートを接続

八重洲の例
仮想ポート（２つのコムポート）＋ＲＳ２３２ｃ

ログブックを優先させる

周波数ＮＧ
ＲＳ２３２ｃ ＪＴＤＸ用（周波数ｏｋ）

※ ログブックを使用しない場合はＲＳ２３２ｃは未使用
としてEnhancedをＪＴＤＸで使用



複数無線機のコントロール事例を紹介

※ COM番号は使い分けの参考値です。

ＩＣＴ－１８
(CI-V ハブ)

ＬＩＦ５９(COM6)

（CAT ⇒ CIｰV 変換）

RS-232C端子(COM3)

BGALOG無線機１

USB to RS-232Cケーブル

USB端子

RS-232C端子
(注:ｽﾄﾚｰﾄｹｰﾌﾞﾙ、ﾘﾊﾞｰｽｹｰﾌﾞﾙは不可)

ＡＮＴ－５７(1.9～50Mhz)

(CI-V ハブ経由アンテナ切替機)

FT8 CAT接続

これより先はCI-V接続

USB端子(COM４)

BGALOG無線機２

無線機２：FTDX101MP
ＦＴ８(4)

無線機１：IC-7800
ＦＴ８以外のモード

赤文字部分、RTCはJA4BUA桑原OMの作成です。

リモート端子

部分のみ手動切替え

ＢＧＡＬＯＧによるコントロール内容
・２台のリグ切替え
・アンテナ自動切替え
・ローテーターコントロール
・ＦＴ８、周波数、等々
・IC-7800=COM3、FTDX101=USB仮想のCOM４

ＦＴ８コントロール
・都度の設定を変えないために無線機２をＦＴ８専用
・ＪＴＤＸからのコントロールはCOM５を指定
・無線機１はその他のモードで使用
・ポートはLIF-59のCOM6を指定
・PTTはポートのCOM9を使用（仮想４=BGALOG）

コントロール
ＣＩ-Ｖを基準としたコントロール
FTDX101MPにおいてはBGALOGから
はCATでAIコントロールします。
ＡＮＴ切替機等については、LIF59に
よりCAT⇒CIｰV変換して統一を図っ
ています。

Ｂ
Ｇ
Ａ
Ｌ
Ｏ
Ｇ
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
ラ
イ
ン

Ｂ
Ｇ
Ａ
Ｌ
Ｏ
Ｇ
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
ラ
イ
ン

JTDXﾗｲﾝ

ｱﾝﾃﾅﾗｲﾝ

ｱﾝﾃﾅﾗｲﾝ

目次４へ

ＲＴＣ
(COM６)
(COM７)
CIVｺﾝﾄﾛｰﾙ



作業項目 最新機種 古い機種 記事

無線機へデータ送信 マイク端子（USB サウンドカードをお勧め） ＵＳＢサウンドカード
ゲインに左右されない端
子へ接続

無線機からのデータ受信 スピーカー端子（USB サウンドカードをお勧め）

ＰＴＴのＯＮ・ＯＦＦ ＵＳＢ接続、仮想コム
ポートを使用（CAT･
CIV）によりｺﾝﾄﾛｰﾙ

USB⇒RS232C接続のための（CAT・CIV）への変換
装置が必要：リグエクスポート、等
より古い機種はリグコントロールをあきらめる

無線機の周波数の読み取り

項目 記事

ＰＣスペック ＷＩＮ８以降であれば良し：但し、デコード能力を考えるとできる限りハイスペッ
クを（運用局が多いときのデコード能力に影響が出ます）、WIN11はﾗﾝｻﾑｳｪｱに強

ディスプレー 1920×1080以上でログへの入力を考えるとマルチディスプレーが望ましい
状況によっては［マルチＰＣ］でもよい

時計を正確に ntpサーバーでの時刻補正もよいがＧＰＳ時計が望ましい



デコードラインをまたぐ場合は強力な電波でも
デコードされません

★ ＰＣタイム： ＮＷタイムとすると回線速度により時間がずれ、
２秒以上のずれが生じると交信が不能の可能性有り
右のようなＧＰＳによる制御を使用をお勧め

最近は次のような同期ボタンがあります。

次の局はQSOが難しくなります。



【これまでの手続】 FT8電波型式「F1D」等（デジタルモード）の運用を行うために既設のアマチュア局の送信機に増
設、取替と附属装置を一緒に追加し、電波の型式の追加を伴う変更申請は、保証業者による保証認定または検査
が必要で、申請の際に工事設計書欄の記載と、資料として「無線設備系統図」及び「附属装置諸元表」を添付して申
請する必要がありました。

【簡素化適用後の手続】 上記運用のために外部入力端子に附属装置を接続した場合は、電波の型式（個別の電波
型式以外）が追加されても、保証等は不要となります。
個別の電波型式の追加（G7W等）の場合は、保証が必要です。
（JARL等のホームページで、運用可能なデジタルモード（ソフト）と認められた場合のみ使用できます。）
※無線局の開設と同時にFT8等（デジタルモード）の運用を行うために附属装置を追加する場合は、簡素化の対象
とならず今までと同じ手続きが必要となります。
2 適用にあたっての留意点
• 本件に係る手続については、次の留意点があります。対象となる附属装置は、送信機のマイク端子及びリアパネ
ル端子の「外部入力端子」に接続するものになります。既に申請されている方でPC以外（FAX等）を接続する場合は、
別途届出が必要となります。
•対象となるデジタルモードは、JARL等のホームページで秘匿性について確認されたものとなります。
•既設のアマチュア無線局が変更する場合は、技適機でなくても適用されます。
•200Wを超えるアマチュア無線局は、上記申請に関しては同様の扱いとなります。

一部を省略しています。



コムポート設定を確認
ＣＯＭ３：ＩＣ７８００（BGALOG ﾘｸﾞｺﾝﾄﾛｰﾙ）
ＣＯＭ４：ＦＴ１０１ＭＰ（BGALOG ﾘｸﾞｺﾝﾄﾛｰﾙ）
ＣＯＭ５：ＦＴ１０１ＭＰ（JTDXﾘｸﾞｺﾝﾄﾛｰﾙ）
ＣＯＭ６：ローテーター１コントロール
ＣＯＭ７：ローテーター２コントロール
ＣＯＭ９：ｷｬｯﾄ信号⇒CIVへの変更（アンテナ切替）
ＣＯＭ８：GPS（ﾎﾟｰﾄ名＝USBｼﾘｱﾙ ﾃﾞﾊﾞｲｽ）

（
デ
バ
イ
ス
マ
ネ
ー
ジ
ャ
）

エ
ラ
ー
が
な
い
こ
と
を
確
認
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

デバイスに「その他＊＊＊、不明な＊＊＊」がある場合は正しく再
設定を行っていない場合は、デバイスを調べて修正を行っておく必
要があります。



ＦＴＤＸ１０１
ポートの使い方

ＥｎｈａｎｃｅｄＣＯＭＰｏｒｔ
ＢＧＡＬＯＧ等で使用、ＣＡＴ通信（周波数等）

ＳｔａｎｄａｒｄＣＯＭＰｏｒｔ
ＰＴＴ、ＣＷキーイング、ＦＳＫ制御に使用

ＲＳ－２３２Ｃ （八重洲はリバースであることに注意：端子の雄と雌が異なっています。）
ＪＴＤＸ等からのコントロール

通常のﾘｸﾞｺﾝﾄﾛｰﾙは［RS-232C」を使うことはありません。
ＢＧＡＬＯＧ等のＬＯＧＢＯＯＫでコントロールしようとすれば使用できるポートが足りません。
そこで、ＪＴＤＸ側をＲＳ－２３２に回して、メインのコントロールはログブックからとする方
式をとっています。

具体的な設定のページを参考で記載しておきます。

https://jk1tcv.blog.fc2.com/blog-entry-2512.html



(KHz)

それぞれモードごとに異なります。
F/H（DXﾍﾟﾃﾞｨｼｮﾝ）モードの場合は、テルネット等のアナウンスで確認する必要があります。
珍局で相手が500Kc以下の場合は注意が必要です。通常モードでは交信ができません。
ローバンドではバンドプランに注意してください。（ＪＡ間同士の周波数があります。）

BAND FT8 FT4 記事

160m 1840/1909(JA) 1840使用可能

80m 3573/3531(JA-JA) 3575

40m 7074/7041(JA-JA) 7047

30m 10136 10140

20m 14074 14080

17m 18100 18104

15m 21074 21140

12m 24915 24919

10m 28074 28180

6m 50313 50318 or 50310

ﾍﾟﾃﾞｨｼｮﾝﾓｰﾄﾞ



★ ローカル局への配意
・ パワーについて（ＡＬＣを振らせない）右の「Pwr」で絞り込む

ローカル局であればいかに小さく絞ってもお互いにかぶります

・ ＣＱを出す場合は、「TX 15/45」で運用
（ペディション局は「TX 00/30」が多
くローカル局同士の懇親を避ける）

・ リグをスプリットモードで使用空いて
いる場所からコールする

・ フェイクイット（リグ）を使用
右のいずれかに設定するとJTDXから
周波数とキャリアーをコントロール
されます
これにより帯域内のお化け（高調波等）
が少なくなります。

スプリットを選択（リグが Fake It）される
サブ側 ／ メイン側 がコントロール
ﾘｸﾞに設定

Fake It

ＡＬＣ（低く）



この資料を作りながらの30分弱で１８局
既に次へも自動アップ済で未作業
ＢＧＡログ入力作業は全く不要

このボタン
押下 のみ

約３０分
交信１８局

QSO終了時
自動表示

ＱＳＯが終了すると登録ＯＫボタンがでてきます。
ＯＫボタンをクリックでＪＴＤＸからﾎﾟｰﾄ2333へデータ
が送られてきます。
ＢＧＡＬＯＧ側ではPO-TO2333を絶えずチェックしてい
ますので何も未作業でＮＷを自動検索後登録します。



この資料を作りながらの30分弱で１８局
既にＬＯＴＷ、クラブログ、ｅＱＳＬ

にも自動アップ済
ログ入力、レポート報告のための作業は
皆無です

ＬＯＴＷアップロード
（更新の都度アップ）

クラブログアップロード
同上

ｅＱＳＬアップロード
同上

交信のみすればOK
CQ交信開始

交信終了



14.074
送信

+500

2倍

+1000

3倍

+1500

4倍
+2000 ・・・・お化け

14.073

送信14.074.000－1.000=14.073.000、
ｷｬﾘｱ14.073.0＋1.500＝14.074.500
相手から見れは見かけ上送信周波数が同一場所に表示される

2倍

+3000

リグの送信周波数を次によりシフトしてデータの周波数が1500~2000Ｋｈｚとなるように自動調整
（1500Khz）以下は－マイナスシフト（500k単位で調整）
（1500Khz～2000Khz）シフト調整無
（2000Khz）以上は＋プラスシフト（500k単位で調整）

お
化
け

お
化
け

お
化
け

14.075

14.07414.073 14.075

送信スプリット

-1000KC

14.076

14.076

14.077

お
化
け

指定なし送信例（受信者側から見た周波数）

フェークイット送信例
（リグ）スプリット

14.077

14.078

1500

500

14.074

・・・・・・・・・
お化け対策
ALCを振らせない（左のスライダーを下げる）

下のスプリットモードで送信



徐々に高調波は弱くなるが幅が広がります。
これにより弱い局はデコードできなくなります。
その局のコールサインがデコードのたびに4か所
見えています。

ほとんどの局がスプリット仕様としているため最近は
お化けは少なくなってきています。

オーバー文字となり相手からのデコードＤＢ
が下がります。
考え方はＳＳＢでの交信と同じです。



送信周波数：右クリックで変更
受信 〃 ：左 〃

ウォーターフォールしたのコントロールで
画面の色や幅などが変更できます。



ＪＴＤＸ設定

Ｆ／Ｈモードに設定する必要があり
ＦＯＸ局 １ｋｈｚ以下で複数波出力
HOUND局１ｋｈｚ以上でHound

モードにしてコール
Hound以外でコールしてもつながりません

一般の周波数と異なる周波数
を使用する場合が多い
（周波数を設定画面より追
加）
［＊］は基本設定
［ ］は追加周波数

１ｋhz以上でコールします。

判断は1khz以下でＤＸ局のコールサインが２波
以上見える場合は注意

応答があれば自局の送信が１kHZ以下に自動的
にシフトされてＡＵＴＯＴＸで送信
２６２８kcでコール ➡ ４４８ kc にシフト



よく使用するボタン、設定、等

どちらで設定しても可能

プ
ル
ダ
ウ
ン
ボ
タ
ン
と
連
動

保存をするとかなりな量が
ディスクを保存されます

このようにヘルプが出ますので
これらを確認してください。



https:/sourceforge.net/projects/jtdx/

必要なバージョンを選択

windowsを選択

Hamlibを選択ＰＣに合わせて選択

Filesを選択



この場所から設定





★ 注意★：リグの設定は
ＢＧＡＬＯＧ中心でＣＯＭ４をコントロールをする設定です。（CATをＣＩＶに変換してＡＮＴをコントロールしていますので周波数データを取る必要有り）

通常は、ＪＴＤＸにＣＯＭ４を設定してください。

ＣＯＭ３：ＩＣ７８００（BGALOG ﾘｸﾞｺﾝﾄﾛｰﾙ）
ＣＯＭ４：ＦＴ１０１ＭＰ（BGALOG ﾘｸﾞｺﾝﾄﾛｰﾙ）
ＣＯＭ５：ＦＴ１０１ＭＰ（JTDXﾘｸﾞｺﾝﾄﾛｰﾙ）
ＣＯＭ６：ローテーター１コントロール
ＣＯＭ７：ローテーター２コントロール
ＣＯＭ９：ｷｬｯﾄ信号⇒CIVへの変更（アンテナ切替）
ＣＯＭ８：GPS（ﾎﾟｰﾄ名＝USBｼﾘｱﾙ ﾃﾞﾊﾞｲｽ）



このような表示がある場合はＰＣがデバイスの認識に失敗しています。
正しいデバイスを設定してください。
そのまま使用するとＰＣが正しく動作しない場合があります。
どうしても不明な場合はＵＳＢポートを１個づつ引き抜いていくと確
認できます。（正しいデバイスが取得できない場合は「一時しのぎの
措置」としてデバイスを無効に設定します。）

よく失敗する設定部分

ＰＣの設定と合致させておく必要があります。



［ＰＴＴ方法］をＣＯＭポートとする場合は、
リグのシリアルポートとぶつからないように
してください。（ＣＡＴの場合は設定不要）

スプリット操作（重要）
高調波（お化け）対策のため「リグ」or

「Fake IT」を使用してください。
リグ：無線機のサブ(B)が使用されます。
Fake IT：無線機のメイン(A)が使用されます。
指定なし：高調波によりローカルよりクレー
ムが来ます。
これは、使用している３ＫＣ内に第２、3～
以上の高調波等を無くすために送信周波数と
変調周波数を調整して3KHzの帯域ないに出
さないための工夫です。



注意：
コーディックはＦＴ８専用として他のデバイス（ＰＣのサウンド、スカイプ等）と混在させてはいけ

ません。
設定を誤るとＰＴＴが入るが電波が出ない、モニターするがデコードの信号が入らないなどのの症状

が出ます。





＝127.0.0.1：自分のＰＣのポート2333へデータを転送の意味です。

BGALOG等の業務日誌などへ「デコードデータ」、「交
信済で取込時」に指定のポート等へデータを送ります。
この指定でBGALOGは未処理で自動取り込みをします。

ログへ取り込まない場合は設定不要

TCP（Transmission Control Protocol）
UDP（User Datagram Protocol）



ＦＴ８としてＪＴＤＸに認識させたい場合は「右クリック」て追加（削除）を行います。



デコード時に表示される色を設定しておけば、
ＤＸＣＣニュー、デュープＱＳＯなどが確認
できます。

ク
リ
ッ
ク

フィルター、スケジューラ、高度設定は省略します。



アドレスのみを変更してポートはＢＧＡＬＯＧ側に合わせてください。
ＴＣＰ = １２７．０．０．１ ポート = ５２００１
ＵＤＰ = １２７．０．０．１ ポート = ２３３３

ＪＴＤＸ等のレポーティングフォルダー
を次の様に変更します。

次の様に送り込みたいパソコン（ＢＧＡＬＯＧ側）のアドレスに変更します。
ＴＣＰ = １９２．１６８．＊．＊ ポート = ５２００１（お勧めしていません）

ＵＤＰ = １９２．１６８．＊．＊ ポート = ２３３３（全てをこれで接続することをお勧）

※ ＪＴＤＸも最近はＵＤＰ接続が可能となりました。（旧はＴＣＰのみ）
ＷＳＪＴは全てＵＤＰで接続します。

相互にアドレスが明確な場合は、いろいろな組み合わせが可能です。

＊ については、送り先側のパソコンのアドレスを記入します。
固定アドレスがあればインターネット経由でも設定可能です。
その場合は、ルーターの設定を行う必要があります。

別にするメリット
ＪＴＤＸ等の部分とＢＧＡＬＯＧが同時に検索を行いますが、
別にすることでＣＰＵの負担の分散が出来ます。

１９２．１６８．＊．＊

デコードデータ ＱＳＯ交信登録

送信先のソフトが管理しているアドレスと
ポート番号に変更
［127.0.0.1］ ➡ ［192.168.*.*］
［2333］ ➡ ［2333］（BGALOGの場合）
［127.0.0.1］は各ＰCの自分あてのアドレスです。

ＢＧＡＬＯＧを使用しているソフト名に変更してください。（ポート監視をしていないログの場合はこの手法は利用できません。）

ＢＧＡＬＯＧでは、ＪＴＤＸ等から［2333］ポートに送られてきた場合は、完全自動でそのデータを自動判別して取り込み処理（登録）します。

ＪＴＤＸ側ＰＣ ＢＧＡＬＯＧ側ＰＣ

192.168.*.*192.168.*.*



ＩＣ－７８５１等の最新機種でのコリジョン（データの衝突）防止：桑原OMのCT-17を利用しての設定方

法

［ＩＣＴ－１８（CT-17）等］
ＣＩ－Ｖのラインで共有

（COM③:リグコントロール端子）

ＣＴ－１７のコムポート③を指定
（JTDXと逆でもＯＫ）
BGALOGからはモードのみ要求、周波数はリグ
より自動垂れ流し

仮想のコムポートを指定
（BGALOGと逆でもＯＫ）

COM④:JTDX、
COM⑤:PTT

要変更

コムポートの衝突
を避ける
コムポートは共有が不可

ＣＩ－Ｖ内に複数の機器からのコールによる衝突（ｺﾘｼﾞｮﾝ）を避ける
１つのライン上に多くのデバイスからの要求が行われますと当然コリジョンを起
こしてしまいます。
これを避けるための方法です。
この方法はリグ側で行う必要があります。


